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部部門門  氏氏名名  研研究究分分野野  キキーーワワーードド  頁頁  

素素
材材
・・
加加
工工
部部
門門  

蓑輪圭祐 （安全・防災部門参照）  98 

村中貴幸 機械工学科 板成形，焼付き，チタン 133 

山田健太郎 教育研究支援センター 機械設計，機械加工 134 

山脇夢彦 物質工学科 反応有機化学，有機合成化学，有機光化学，ファインケミカル 135 

計計
測測
・・
制制
御御
部部
門門 

青木宏樹 一般科目教室（自然科学系） 体力測定，子ども，運動遊び 139 

金田直人 機械工学科 機構設計，繊維機械，画像処理，シーケンス制御 140 

亀山建太郎 機械工学科 
制御，モデリング，システム同定，信号処理，移動ロボット， 
農工連携 

141 

北川浩和 教育研究支援センター 
機械加工，汎用工作機械，エンジン分解組立て，電子工事， 
電気工作，組込み型マイコン 

142 

北野公崇 教育研究支援センター 光ファイバ変位計, ３次元特性, 等方性 143 

小松貴大 （情報・通信部門参照） 
 

106 

佐藤 匡 電気電子工学科 予見制御，スライディングモード制御，入力制限問題 144 

千徳英介 機械工学科 温度計測，切削抵抗，工具磨耗，レーザフォーミング 145 

西 仁司 電子情報工学科 信号解析，画像解析，ものづくり 146 

林田剛一 教育研究支援センター 複合現実，機械設計，仮撚加工，シーケンス制御，空圧機器 147 

米田知晃 電気電子工学科 イオンビーム，放射線，センサ，回路設計 148 
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所所属属部部門門  地地域域・・文文化化  環環境境・・生生態態  エエネネルルギギーー  安安全全・・防防災災  情情報報・・通通信信  素素材材・・加加工工  計計測測・・制制御御  

機機    械械  

工工学学科科  

  藤田克志 

○芳賀正和 

  加藤寛敬 

村中貴幸 

○高橋 奨 

◎亀山建太郎 

千徳英介 

金田直人 

電電気気電電子子  

工工学学科科  

  山本幸男 

秋山 肇 

 濱住啓之 

丸山晃生 

堀川隼世 

荒川正和 

◎松浦 徹 

西城理志 

福嶋宏之 

佐藤 匡 

米田知晃 

電電子子情情報報  

工工学学科科  

  ◎高久有一  斉藤 徹 

青山義弘 

波多浩昭 

◎小越咲子 

川上由紀 

小松貴大 

 西 仁司 

○小松貴大 

物物    質質  

工工学学科科  

 髙山勝己 

○松野敏英 

◎後反克典 

川村敏之 

坂元知里 

上島晃智 

  ○佐々和洋 常光幸美 

松井栄樹 

西野純一 

古谷昌大 

山脇夢彦 

 

環環境境都都市市  

工工学学科科  

奥村充司 奥村充司 

 

 

 吉田雅穂 

辻子裕二 

野々村善民 

辻野和彦 

○田安正茂 

◎樋口直也 

大和裕也 

芹川由布子 

蓑輪圭祐 

 蓑輪圭祐  

一一般般科科目目  

（（自自然然系系））  

長水壽寛 

柳原祐治 

井之上和代 

山田哲也 

中谷実伸 

相場大佑 

土田 怜 

◎長谷川智晴 

挽野真一 

古谷峻熙 

東 章弘 

松井一洋 

  岡本拓夫  長谷川智晴 

 

青木宏樹 

一一般般科科目目  

（（人人文文系系））  

市村葉子 

池田彩音 

松山哲士 

中谷内悠 

川畑弥生 

○木村美幸 

森  貞 

原口 治 

宮本友紀 

藤田卓郎 

木下若奈 

      

教教育育研研究究  

支支援援ｾｾﾝﾝﾀﾀｰー  

白﨑恭子 小木曽晴信 

廣部まどか 

舟洞久人 

片岡裕一 

白﨑恭子  清水幹郎 

中村孝史 

内藤岳史 

北川浩和 

堀井直宏 

藤田祐介 

山田健太郎 

久保杏奈 

北川浩和 

北野公崇 

林田剛一 

◎部門長，○副部門長 
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素材・加工部門 
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

【【福福祉祉機機器器のの開開発発】】  

教教員員本本人人がが身身体体障障ががいい当当事事者者でであありり，，そそのの立立場場もも活活

かかししななががらら，，テテククノノロロジジをを応応用用ししたた福福祉祉用用具具のの開開発発・・提提案案

をを行行っってていいききたたいいとと考考ええてていいるる。。障障ががいい当当事事者者のの行行動動をを

ササポポーートトしし，，便便利利ににししたたりり快快適適ににししたたりりすするるたためめのの用用具具をを

製製作作すするる。。（（以以下下はは例例））  

・ 障障害害物物検検知知にによよるる視視覚覚障障ががいい支支援援用用具具（（図図 11，，22））  

・ 音音のの到到来来方方向向検検知知にによよるる聴聴覚覚障障ががいいのの支支援援  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図１１  電電子子白白杖杖  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図 22  ススママーートトフフォォンンをを用用いいたた障障害害物物検検知知  

  

【【セセンンササ等等のの活活用用】】  

ママイイココンンややセセンンササをを活活用用ししてて，，人人のの行行動動ををササポポーートトしし

便便利利・・快快適適ににすするるたためめのの用用具具をを製製作作すするる。。（（以以下下はは例例））  

・ 果果実実熟熟度度簡簡易易判判定定ののたためめのの分分光光光光度度計計（（図図 33））  

・ 部部活活動動ににおおけけるる練練習習効効率率向向上上ののたためめのの装装置置  

  個個人人練練習習のの簡簡易易評評価価，，計計測測用用具具  

  

【【新新規規アアククチチュュエエーータタ】】  

ナナイイロロンン製製人人工工筋筋肉肉はは，，ヒヒトトのの指指やや手手足足ののよよううなな収収

縮縮動動作作がが可可能能でであありり，，軽軽量量でで静静音音動動作作可可能能ななアアククチチュュ

エエーータタととししてて注注目目さされれてていいるる。。ももしし実実用用化化ででききれればば，，福福

祉祉機機器器のの「「人人にに寄寄りり添添うう用用具具」」ととししててのの快快適適性性向向上上がが

期期待待ででききるる。。そそのの性性能能向向上上へへ向向けけたた試試作作，，特特性性評評価価をを

行行うう。。（（図図 44））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図 33  簡簡易易分分光光光光度度計計モモジジュューールル  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図 44  ナナイイロロンン製製人人工工筋筋肉肉  

 
 
 

研研究究タタイイトトルル：：  

セセンンササ等等をを活活用用ししたた福福祉祉用用具具のの開開発発  

 

氏氏名名：：      荒荒川川  正正和和／／AARRAAKKAAWWAA  MMaassaakkaazzuu  EE--mmaaiill：：  aarraakkaawwaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
電電子子情情報報通通信信学学会会，，日日本本福福祉祉工工学学会会，，産産業業応応用用工工学学会会，，  

シシスステテムム農農学学会会  

キキーーワワーードド：：  福福祉祉工工学学，，セセンンササ応応用用，，新新規規アアククチチュュエエーータタ，，工工学学教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・障障ががいい者者福福祉祉にに役役立立つつ用用具具のの開開発発  

・・研研究究活活動動のの成成果果をを踏踏ままええたた理理工工系系分分野野啓啓蒙蒙ののたためめのの教教育育手手法法  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

雰雰囲囲気気制制御御摩摩擦擦摩摩耗耗試試験験機機（（轟轟産産業業））    

デデジジタタルルママイイククロロススココーーププ（（オオリリンンパパスス））    

    

    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

摩摩擦擦摩摩耗耗低低減減はは環環境境問問題題ににおおけけるる最最重重要要課課題題ででああるる。。摩摩擦擦摩摩耗耗低低減減をを最最終終目目標標ととししてて，，トトラライイボボロロジジーー（（摩摩擦擦

学学））ととメメタタララジジーー（（金金属属学学））をを融融合合ししたた最最先先端端のの新新ししいい研研究究にに取取りり組組んんででいいるる。。特特にに，，摩摩擦擦摩摩耗耗のの影影響響をを受受けけたた材材料料

表表面面はは，，組組織織がが微微細細化化・・ナナノノ結結晶晶化化ししてていいるるとと考考ええらられれ，，耐耐摩摩耗耗性性ににもも優優れれてていいるるとと期期待待さされれるる。。  

  

超超強強加加工工ななどどにによよりり作作成成ししたた超超微微細細組組織織材材料料はは，，合合金金元元素素にに頼頼ららずずにに高高強強度度をを示示すすとといいうう新新ししいい発発想想にに基基づづいい

たた画画期期的的材材料料ででああるるたためめにに，，環環境境資資源源・・エエネネルルギギーー問問題題のの観観点点かからら次次世世代代のの構構造造材材料料候候補補ととししてて近近年年注注目目をを集集

めめてていいるる。。ここのの微微細細組組織織材材料料のの摩摩擦擦摩摩耗耗特特性性をを評評価価ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

雰雰囲囲気気制制御御摩摩擦擦摩摩耗耗試試験験機機                                        摩摩擦擦表表層層のの SSEEMM にによよるる反反射射電電子子像像  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

超微細組織材料の摩耗特性 

 

氏氏名名：：      加加藤藤  寛寛敬敬／／KKAATTOO  HHiirroottaakkaa  EE--mmaaiill：：  hhkkaattoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  PPhh..DD..  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本トトラライイボボロロジジーー学学会会，，日日本本金金属属学学会会  

キキーーワワーードド：：  摩摩耗耗，，微微細細組組織織材材料料，，電電子子顕顕微微鏡鏡  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・摩摩擦擦摩摩耗耗特特性性評評価価  

・・  

・・  

  

 

1μm1μm
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

雰雰囲囲気気制制御御摩摩擦擦摩摩耗耗試試験験機機（（轟轟産産業業））    

デデジジタタルルママイイククロロススココーーププ（（オオリリンンパパスス））    

    

    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

摩摩擦擦摩摩耗耗低低減減はは環環境境問問題題ににおおけけるる最最重重要要課課題題ででああるる。。摩摩擦擦摩摩耗耗低低減減をを最最終終目目標標ととししてて，，トトラライイボボロロジジーー（（摩摩擦擦

学学））ととメメタタララジジーー（（金金属属学学））をを融融合合ししたた最最先先端端のの新新ししいい研研究究にに取取りり組組んんででいいるる。。特特にに，，摩摩擦擦摩摩耗耗のの影影響響をを受受けけたた材材料料

表表面面はは，，組組織織がが微微細細化化・・ナナノノ結結晶晶化化ししてていいるるとと考考ええらられれ，，耐耐摩摩耗耗性性ににもも優優れれてていいるるとと期期待待さされれるる。。  

  

超超強強加加工工ななどどにによよりり作作成成ししたた超超微微細細組組織織材材料料はは，，合合金金元元素素にに頼頼ららずずにに高高強強度度をを示示すすとといいうう新新ししいい発発想想にに基基づづいい

たた画画期期的的材材料料ででああるるたためめにに，，環環境境資資源源・・エエネネルルギギーー問問題題のの観観点点かからら次次世世代代のの構構造造材材料料候候補補ととししてて近近年年注注目目をを集集

めめてていいるる。。ここのの微微細細組組織織材材料料のの摩摩擦擦摩摩耗耗特特性性をを評評価価ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

雰雰囲囲気気制制御御摩摩擦擦摩摩耗耗試試験験機機                                        摩摩擦擦表表層層のの SSEEMM にによよるる反反射射電電子子像像  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

超微細組織材料の摩耗特性 

 

氏氏名名：：      加加藤藤  寛寛敬敬／／KKAATTOO  HHiirroottaakkaa  EE--mmaaiill：：  hhkkaattoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  PPhh..DD..  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本トトラライイボボロロジジーー学学会会，，日日本本金金属属学学会会  

キキーーワワーードド：：  摩摩耗耗，，微微細細組組織織材材料料，，電電子子顕顕微微鏡鏡  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・摩摩擦擦摩摩耗耗特特性性評評価価  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

図図１１  自自作作ししたたナナイイロロンン製製人人工工筋筋肉肉  図図２２  ナナイイロロンン糸糸のの直直径径のの違違いいににおおけけるる  

伸伸縮縮回回数数のの違違いい  

研研究究内内容容：：    

  

  

【【ナナイイロロンン製製人人工工筋筋肉肉ににつついいてて】】  

  ナナイイロロンン人人工工筋筋肉肉はは，，釣釣りり糸糸やや縫縫いい糸糸にに使使用用すするるナナイイロロンン糸糸をを捻捻っっててココイイルル状状にに形形成成ししたたももののででああるる．．本本来来ナナ

イイロロンンはは、、加加熱熱すするるとと収収縮縮すするる性性質質ががあありり、、ココイイルル状状にに形形成成すするるここととでで全全体体のの収収縮縮率率ををよよりり大大ききくくすするるここととががでできき

るる．．そそののたためめ，，図図 11 ののよよううにに釣釣りり糸糸やや縫縫いい糸糸ととししてて使使用用さされれるるナナイイロロンン糸糸ををココイイルル状状ににしし，，荷荷重重にによよっってて伸伸長長ししたた状状

態態ののももののにに熱熱をを加加ええるるとと，，元元のの長長ささままでで収収縮縮すするる．．加加熱熱にによよるる収収縮縮動動作作とと放放熱熱にによよるる伸伸長長動動作作をを繰繰りり返返しし行行ううこことと

でで，，人人工工筋筋肉肉ととししててのの動動作作をを再再現現ししてていいるる．．  

  ナナイイロロンン製製人人工工筋筋肉肉のの加加熱熱ににはは，，炭炭素素繊繊維維をを通通電電ささせせたた際際にに起起ここるる発発熱熱現現象象をを利利用用ししてていいるる．．ままたた，，ナナイイロロンン製製

人人工工筋筋肉肉のの実実用用化化にに向向けけてて，，AArrdduuiinnoo をを用用いいてて伸伸縮縮動動作作のの回回数数をを調調査査すするる簡簡易易的的なな装装置置をを製製作作しし，，作作製製ししたたササンン

ププルルのの耐耐久久性性試試験験をを行行っってていいるる．．ナナイイロロンン糸糸のの直直径径のの違違いいにによよっってて伸伸縮縮回回数数がが異異ななるるここととがが明明ららかかととななっったたがが，，伸伸

縮縮回回数数ををよよりり実実用用的的ななももののににししてていいくくここととがが今今後後のの課課題題ととななっってていいるる．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                                        

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

ナイロン製人工筋肉に関する研究 

 

氏氏名名：：      久久保保  杏杏奈奈／／KKUUBBOO  AAnnnnaa  EE--mmaaiill：：  kkuubboo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術職職員員  学学位位：：  学学士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本人人間間工工学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会  

キキーーワワーードド：：  ナナイイロロンン人人工工筋筋肉肉，，アアククチチュュエエーータタ，，炭炭素素繊繊維維  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・教教育育研研究究支支援援セセンンタターー公公開開講講座座「「ロロボボッットトをを動動かかすすププロロググララミミンンググ体体験験」」  

・・電電気気電電子子工工学学科科公公開開講講座座・・出出前前授授業業「「電電気気のの力力ででパパンンをを創創ろろうう」」「「手手作作りりススピピーーカカーー」」  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ママルルチチチチャャンンネネルル分分光光器器（（大大塚塚電電子子））  遠遠心心分分離離機機  

ソソーーララーーシシミミュュレレーータタ    

    

    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

 
効効率率向向上上ののメメカカニニズズムム  

  
色色素素増増感感太太陽陽電電池池のの構構造造  

 

 色色素素増増感感太太陽陽

電電池池のの外外観観  

 
SSiiOO22被被膜膜金金ナナノノ粒粒子子  

研研究究内内容容：：    

【【金金属属ナナノノ粒粒子子のの太太陽陽電電池池応応用用】】  

金金属属ナナノノ粒粒子子のの光光吸吸収収効効果果をを利利用用すするるここととでで、、太太陽陽

電電池池のの効効率率向向上上をを目目指指ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【金金属属ナナノノ粒粒子子】】  

  デデババイイスス応応用用をを目目指指しし、、下下図図ののよよううなな種種々々のの金金属属ナナノノ

粒粒子子のの作作製製をを行行っってていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

金属ナノ粒子の太陽電池応用 

 

氏氏名名：：      西西城城  理理志志／／SSAAIIJJOO  SSaattoosshhii  EE--mmaaiill：：  ssaattssaaiijjoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会、、日日本本シシミミュュレレーーシショョンン＆＆ゲゲーーミミンンググ学学会会  

キキーーワワーードド：：  太太陽陽電電池池、、ナナノノ粒粒子子  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・ 金金属属ナナノノ粒粒子子作作製製  

・ 太太陽陽電電池池作作製製（（基基礎礎技技術術））  

・・  

 

 
チチェェイインン状状のの金金ナナノノ粒粒子子  

 

基基板板上上にに配配置置ししたた  

金金ナナノノ粒粒子子のの SSEEMM 像像  

 
金金ナナノノ粒粒子子溶溶液液  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ママルルチチチチャャンンネネルル分分光光器器（（大大塚塚電電子子））  遠遠心心分分離離機機  

ソソーーララーーシシミミュュレレーータタ    

    

    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

 
効効率率向向上上ののメメカカニニズズムム  

  
色色素素増増感感太太陽陽電電池池のの構構造造  

 

 色色素素増増感感太太陽陽

電電池池のの外外観観  

 
SSiiOO22被被膜膜金金ナナノノ粒粒子子  

研研究究内内容容：：    

【【金金属属ナナノノ粒粒子子のの太太陽陽電電池池応応用用】】  

金金属属ナナノノ粒粒子子のの光光吸吸収収効効果果をを利利用用すするるここととでで、、太太陽陽

電電池池のの効効率率向向上上をを目目指指ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【金金属属ナナノノ粒粒子子】】  

  デデババイイスス応応用用をを目目指指しし、、下下図図ののよよううなな種種々々のの金金属属ナナノノ

粒粒子子のの作作製製をを行行っってていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

金属ナノ粒子の太陽電池応用 

 

氏氏名名：：      西西城城  理理志志／／SSAAIIJJOO  SSaattoosshhii  EE--mmaaiill：：  ssaattssaaiijjoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会、、日日本本シシミミュュレレーーシショョンン＆＆ゲゲーーミミンンググ学学会会  

キキーーワワーードド：：  太太陽陽電電池池、、ナナノノ粒粒子子  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・ 金金属属ナナノノ粒粒子子作作製製  

・ 太太陽陽電電池池作作製製（（基基礎礎技技術術））  

・・  

 

 
チチェェイインン状状のの金金ナナノノ粒粒子子  

 

基基板板上上にに配配置置ししたた  

金金ナナノノ粒粒子子のの SSEEMM 像像  

 
金金ナナノノ粒粒子子溶溶液液  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  物物質質工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ウェットプロセスによるナノ構造材料の創製と機能 

 

氏氏名名：：      常常光光  幸幸美美／／JJYYOOKKOO  YYuukkiimmii  EE--mmaaiill：：  jjyyookkoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  工工学学博博士士  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
TThhee  EElleeccttrroocchheemmiiccaall  SSoocciieettyy  AAccttiivvee  MMeemmbbeerr，，（（公公社社））日日本本金金属属学学会会，，

（（公公社社））電電気気科科学学会会，，（（一一社社））表表面面技技術術協協会会    

キキーーワワーードド：：  ウウェェッットトププロロセセスス，，電電気気化化学学ププロロセセスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・めめっっきき技技術術  

・・めめっっきき微微細細配配線線形形成成ププロロセセススののキキャャララククタタリリゼゼーーシショョンン  

  

 
研研究究内内容容：：    
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

電電気気炉炉・・  KKBBFF884488NN22（（光光洋洋ササーーモモシシスステテムム、、最最高高温温度度：：11110000℃℃））    

ススピピンンココーータターー・・  MMSS--BB110000（（ミミカカササ））    

ボボーールルミミルル粉粉砕砕機機・・  AAVV--11（（アアササヒヒ理理化化製製作作所所））    

真真空空加加熱熱ププレレスス機機・・  IIMMCC--114488CC（（井井元元製製作作所所、、最最高高加加熱熱温温度度：：330000℃℃））    

    

【【高高周周波波誘誘電電体体材材料料のの開開発発研研究究】】  
誘誘電電体体材材料料はは通通信信機機器器ににおおけけるる基基板板材材料料ととししてて利利

用用さされれてていいまますす。。近近年年のの高高速速・・大大容容量量通通信信のの加加速速にに

伴伴いい、、誘誘電電体体材材料料もも低低誘誘電電率率・・低低誘誘電電損損失失をを有有すするる

特特性性がが求求めめらられれててききてていいまますす。。我我々々のの研研究究室室でではは、、

セセララミミッッククススのの結結晶晶構構造造をを設設計計・・制制御御すするるここととでで，，誘誘電電

特特性性、、電電気気特特性性ななどどセセララミミッッククスス物物性性のの最最適適化化，，新新規規

セセララミミッッククススのの材材料料開開発発をを行行っってていいまますす。。ままたた，，そそれれらら

のの物物性性とと結結晶晶構構造造ととのの相相関関性性ににつついいてて研研究究をを行行っってて

いいまますす。。ままたた、、高高周周波波誘誘電電体体でではは、、無無機機材材料料（（セセララミミッッ

ククスス））とと有有機機材材料料（（ポポリリママーー））ととのの複複合合基基板板材材料料もも近近年年

注注目目さされれてておおりり、、セセララミミッッククスス粉粉体体のの合合成成もも行行っってていいまま

すす。。特特にに、、形形態態やや結結晶晶性性をを制制御御ししたたセセララミミッッククスス粒粒子子

をを合合成成すするるここととでで，，ミミリリ波波帯帯領領域域でで利利用用可可能能なな誘誘電電・・

熱熱的的特特性性をを兼兼ねね備備ええたた新新規規高高周周波波用用複複合合誘誘電電体体材材

料料のの開開発発もも行行っってていいまますす。。  

 

【【固固体体酸酸化化物物形形燃燃料料電電池池のの研研究究】】  
燃燃料料電電池池はは、、水水のの電電気気分分解解のの原原理理をを利利用用しし、、水水素素

とと酸酸素素をを化化学学反反応応ささせせるるここととでで、、水水とと電電気気（（エエネネルルギギ

ーー））をを生生成成すするる装装置置でですす。。CCOO22 ななどどのの有有害害なな排排出出物物がが

無無くく、、環環境境にに優優ししいいエエネネルルギギーーでであありり、、水水素素ののももつつエエ

ネネルルギギーーのの 8833％％をを理理論論的的にに電電気気エエネネルルギギーーにに変変換換でで

ききるるとといいっったた高高いい発発電電効効率率ででももあありりまますす。。本本研研究究室室でで

はは、、低低温温（（110000～～220000℃℃））ででのの作作動動がが可可能能なな固固体体酸酸化化

物物形形燃燃料料電電池池のの開開発発にに向向けけてて、、新新たたなな電電解解質質材材料料のの

創創成成・・開開発発にに取取りり組組んんででいいまますす。。特特ににププロロトトンン伝伝導導性性

ををももつつ電電解解質質材材料料のの合合成成・・探探索索にに向向けけてて、、セセララミミッッククスス

のの材材料料設設計計やや結結晶晶構構造造解解析析をを行行ううここととでで、、燃燃料料電電池池

特特性性ととセセララミミッッククススのの結結晶晶構構造造ととのの相相関関性性ににつついいてて研研

究究をを行行っってていいまますす。。 

研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

機能性セラミックス材料の合成と応用 

 

氏氏名名：：      高高橋橋  奨奨／／TTAAKKAAHHAASSHHII  SSuussuummuu  EE--mmaaiill：：  ttaakkaahhaasshhii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本セセララミミッッククスス協協会会  

キキーーワワーードド：：  結結晶晶構構造造・・組組成成制制御御，，誘誘電電体体材材料料、、燃燃料料電電池池、、機機能能性性セセララミミッッククスス材材料料  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ミミリリ波波帯帯へへのの活活用用にに向向けけたた無無機機有有機機複複合合誘誘電電体体材材料料のの開開発発。。  

・・固固体体酸酸化化物物形形燃燃料料電電池池おおよよびび電電解解質質材材料料のの開開発発  

・・セセララミミッッククスス材材料料評評価価：：電電気気伝伝導導率率，，熱熱伝伝導導率率，，表表面面観観察察，，組組成成分分析析，，XX 線線回回折折  

・・セセララミミッッククスス粉粉体体合合成成：：異異方方性性粒粒子子，，高高結結晶晶性性粒粒子子，，中中空空粒粒子子  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

電電気気炉炉・・  KKBBFF884488NN22（（光光洋洋ササーーモモシシスステテムム、、最最高高温温度度：：11110000℃℃））    

ススピピンンココーータターー・・  MMSS--BB110000（（ミミカカササ））    

ボボーールルミミルル粉粉砕砕機機・・  AAVV--11（（アアササヒヒ理理化化製製作作所所））    

真真空空加加熱熱ププレレスス機機・・  IIMMCC--114488CC（（井井元元製製作作所所、、最最高高加加熱熱温温度度：：330000℃℃））    

    

【【高高周周波波誘誘電電体体材材料料のの開開発発研研究究】】  
誘誘電電体体材材料料はは通通信信機機器器ににおおけけるる基基板板材材料料ととししてて利利

用用さされれてていいまますす。。近近年年のの高高速速・・大大容容量量通通信信のの加加速速にに

伴伴いい、、誘誘電電体体材材料料もも低低誘誘電電率率・・低低誘誘電電損損失失をを有有すするる

特特性性がが求求めめらられれててききてていいまますす。。我我々々のの研研究究室室でではは、、

セセララミミッッククススのの結結晶晶構構造造をを設設計計・・制制御御すするるここととでで，，誘誘電電

特特性性、、電電気気特特性性ななどどセセララミミッッククスス物物性性のの最最適適化化，，新新規規

セセララミミッッククススのの材材料料開開発発をを行行っってていいまますす。。ままたた，，そそれれらら

のの物物性性とと結結晶晶構構造造ととのの相相関関性性ににつついいてて研研究究をを行行っってて

いいまますす。。ままたた、、高高周周波波誘誘電電体体でではは、、無無機機材材料料（（セセララミミッッ

ククスス））とと有有機機材材料料（（ポポリリママーー））ととのの複複合合基基板板材材料料もも近近年年

注注目目さされれてておおりり、、セセララミミッッククスス粉粉体体のの合合成成もも行行っってていいまま

すす。。特特にに、、形形態態やや結結晶晶性性をを制制御御ししたたセセララミミッッククスス粒粒子子

をを合合成成すするるここととでで，，ミミリリ波波帯帯領領域域でで利利用用可可能能なな誘誘電電・・

熱熱的的特特性性をを兼兼ねね備備ええたた新新規規高高周周波波用用複複合合誘誘電電体体材材

料料のの開開発発もも行行っってていいまますす。。  

 

【【固固体体酸酸化化物物形形燃燃料料電電池池のの研研究究】】  
燃燃料料電電池池はは、、水水のの電電気気分分解解のの原原理理をを利利用用しし、、水水素素

とと酸酸素素をを化化学学反反応応ささせせるるここととでで、、水水とと電電気気（（エエネネルルギギ

ーー））をを生生成成すするる装装置置でですす。。CCOO22 ななどどのの有有害害なな排排出出物物がが

無無くく、、環環境境にに優優ししいいエエネネルルギギーーでであありり、、水水素素ののももつつエエ

ネネルルギギーーのの 8833％％をを理理論論的的にに電電気気エエネネルルギギーーにに変変換換でで

ききるるとといいっったた高高いい発発電電効効率率ででももあありりまますす。。本本研研究究室室でで

はは、、低低温温（（110000～～220000℃℃））ででのの作作動動がが可可能能なな固固体体酸酸化化

物物形形燃燃料料電電池池のの開開発発にに向向けけてて、、新新たたなな電電解解質質材材料料のの

創創成成・・開開発発にに取取りり組組んんででいいまますす。。特特ににププロロトトンン伝伝導導性性

ををももつつ電電解解質質材材料料のの合合成成・・探探索索にに向向けけてて、、セセララミミッッククスス

のの材材料料設設計計やや結結晶晶構構造造解解析析をを行行ううここととでで、、燃燃料料電電池池

特特性性ととセセララミミッッククススのの結結晶晶構構造造ととのの相相関関性性ににつついいてて研研

究究をを行行っってていいまますす。。 

研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

機能性セラミックス材料の合成と応用 

 

氏氏名名：：      高高橋橋  奨奨／／TTAAKKAAHHAASSHHII  SSuussuummuu  EE--mmaaiill：：  ttaakkaahhaasshhii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本セセララミミッッククスス協協会会  

キキーーワワーードド：：  結結晶晶構構造造・・組組成成制制御御，，誘誘電電体体材材料料、、燃燃料料電電池池、、機機能能性性セセララミミッッククスス材材料料  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ミミリリ波波帯帯へへのの活活用用にに向向けけたた無無機機有有機機複複合合誘誘電電体体材材料料のの開開発発。。  

・・固固体体酸酸化化物物形形燃燃料料電電池池おおよよびび電電解解質質材材料料のの開開発発  

・・セセララミミッッククスス材材料料評評価価：：電電気気伝伝導導率率，，熱熱伝伝導導率率，，表表面面観観察察，，組組成成分分析析，，XX 線線回回折折  

・・セセララミミッッククスス粉粉体体合合成成：：異異方方性性粒粒子子，，高高結結晶晶性性粒粒子子，，中中空空粒粒子子  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  物物質質工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

近近接接気気化化型型 CCVVDD 法法にによよるる薄薄膜膜のの合合成成  

キャリヤーガスを用いない近接気化型化学気相析出（CVD）法の研究をしています。下図にビス 2,4－ペン

タンジオナト亜鉛を原料としてこの合成法により Si 単結晶基板上に 150℃の低温で合成した酸化亜鉛膜を図

1 に示します。 

  

  

構構造造規規制制材材料料のの合合成成  

構造を規制したナノ銀の合成をしています。条件を選ぶことによって高校の化学の教科書に載っているデン

ドライト（樹枝）状の銀樹でない銀が合成できます。図 2 にアクリル基板上に合成したひも状の銀，図 3 にアク

リル基板上に合成した部分的に配列した銀ロッドをそれぞれ示します。 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 11 基基板板温温度度 115500℃℃でで                図図 22    ひひもも状状のの銀銀                            図図 33  部部分分的的にに配配列列ししたた銀銀ロロッッドド  

合合成成ししたた ZZnnOO 膜膜  

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：：  

近近接接気気化化型型 CCVVDD 法法にによよるる薄薄膜膜のの合合成成  //  構構造造規規制制材材料料のの合合成成  

 

氏氏名名：：      西西野野  純純一一／／NNIISSHHIINNOO  JJuunniicchhii  EE--mmaaiill：：  nniisshhiinnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本セセララミミッッククスス協協会会，，電電気気化化学学会会，，表表面面技技術術協協会会  

キキーーワワーードド：：  薄薄膜膜，，化化学学気気相相析析出出（（CCVVDD））法法，，ナナノノ材材料料，，構構造造規規制制  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ガガララスス溶溶解解用用電電気気炉炉    

熱熱処処理理用用小小型型電電気気炉炉    

誘誘電電分分散散測測定定用用 LLCCRR メメーータターー    

ガガララスス研研磨磨機機    

紫紫外外～～近近赤赤外外分分光光光光度度計計    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

  

多多成成分分系系ガガララスス材材料料のの組組成成設設計計かからら物物性性測測定定ままでで一一貫貫ししてて幅幅広広くく行行っってていいまますす。。ガガララススはは成成分分のの調調整整でで，，様様々々

なな物物性性ををココンントトロローールルすするるここととががででききまますす。。ままたた，，ガガララススはは板板，，球球，，フファァイイババーーななどど様様々々なな形形状状にに加加工工ででききるるここととかか

らら，，幅幅広広いい分分野野でで応応用用さされれてていいまますす。。ガガララススをを熱熱処処理理すするるとと，，微微小小なな結結晶晶がが数数多多くく生生成成ししたたセセララミミッッククススににななりりまますす。。

成成長長ししたた結結晶晶のの性性質質をを上上手手にに用用いいるるとと，，ガガララススのの物物性性をを飛飛躍躍的的にに向向上上ささせせるるこことともも可可能能ににななりりまますす。。  

私私のの研研究究でではは，，ガガララスス中中ににどどののよよううにに結結晶晶がが成成長長すするるかかをを詳詳細細にに調調べべ，，そそのの過過程程でで物物性性値値ががどどののよよううにに変変化化すす

るるかかをを観観察察ししてていいまますす。。具具体体的的ににはは，，ホホウウ酸酸塩塩系系ガガララススのの結結晶晶化化過過程程でで，，誘誘電電率率ががどどののよよううにに変変化化すするるかかをを調調べべ

てていいまますす。。そそののほほかかにに，，可可視視域域ででのの光光学学特特性性のの変変化化もも調調査査ししてていいまますす。。光光のの波波長長よよりり十十分分小小ささいい結結晶晶をを数数多多くく生生

成成すするるここととががででききれればば，，「「安安価価でで作作りりややすすいい」」「「高高屈屈折折率率・・高高誘誘電電率率」」ののガガララススがが実実現現ででききるるももののとと期期待待ししてていいまますす。。

((図図はは，，当当研研究究室室でで作作製製ししたた融融液液状状態態ののガガララススととガガララスス試試料料のの写写真真。。))  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

ガラス材料の作製・評価・測定 

 

氏氏名名：：      長長谷谷川川  智智晴晴／／HHAASSEEGGAAWWAA  TToommoohhaarruu  EE--mmaaiill：：  hhaasseeggaawwaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  OOppttiiccaall  SSoocciieettyy  ooff  AAmmeerriiccaa，，日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  ガガララスス・・セセララミミッッククスス・・光光吸吸収収・・屈屈折折率率・・光光フファァイイババーー  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・分分光光測測定定  

・・XXRRDD 測測定定  

・・熱熱処処理理、、切切断断、、加加工工ななどどのの後後工工程程  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ガガララスス溶溶解解用用電電気気炉炉    

熱熱処処理理用用小小型型電電気気炉炉    

誘誘電電分分散散測測定定用用 LLCCRR メメーータターー    

ガガララスス研研磨磨機機    

紫紫外外～～近近赤赤外外分分光光光光度度計計    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

  

多多成成分分系系ガガララスス材材料料のの組組成成設設計計かからら物物性性測測定定ままでで一一貫貫ししてて幅幅広広くく行行っってていいまますす。。ガガララススはは成成分分のの調調整整でで，，様様々々

なな物物性性ををココンントトロローールルすするるここととががででききまますす。。ままたた，，ガガララススはは板板，，球球，，フファァイイババーーななどど様様々々なな形形状状にに加加工工ででききるるここととかか

らら，，幅幅広広いい分分野野でで応応用用さされれてていいまますす。。ガガララススをを熱熱処処理理すするるとと，，微微小小なな結結晶晶がが数数多多くく生生成成ししたたセセララミミッッククススににななりりまますす。。

成成長長ししたた結結晶晶のの性性質質をを上上手手にに用用いいるるとと，，ガガララススのの物物性性をを飛飛躍躍的的にに向向上上ささせせるるこことともも可可能能ににななりりまますす。。  

私私のの研研究究でではは，，ガガララスス中中ににどどののよよううにに結結晶晶がが成成長長すするるかかをを詳詳細細にに調調べべ，，そそのの過過程程でで物物性性値値ががどどののよよううにに変変化化すす

るるかかをを観観察察ししてていいまますす。。具具体体的的ににはは，，ホホウウ酸酸塩塩系系ガガララススのの結結晶晶化化過過程程でで，，誘誘電電率率ががどどののよよううにに変変化化すするるかかをを調調べべ

てていいまますす。。そそののほほかかにに，，可可視視域域ででのの光光学学特特性性のの変変化化もも調調査査ししてていいまますす。。光光のの波波長長よよりり十十分分小小ささいい結結晶晶をを数数多多くく生生

成成すするるここととががででききれればば，，「「安安価価でで作作りりややすすいい」」「「高高屈屈折折率率・・高高誘誘電電率率」」ののガガララススがが実実現現ででききるるももののとと期期待待ししてていいまますす。。

((図図はは，，当当研研究究室室でで作作製製ししたた融融液液状状態態ののガガララススととガガララスス試試料料のの写写真真。。))  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

ガラス材料の作製・評価・測定 

 

氏氏名名：：      長長谷谷川川  智智晴晴／／HHAASSEEGGAAWWAA  TToommoohhaarruu  EE--mmaaiill：：  hhaasseeggaawwaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  OOppttiiccaall  SSoocciieettyy  ooff  AAmmeerriiccaa，，日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  ガガララスス・・セセララミミッッククスス・・光光吸吸収収・・屈屈折折率率・・光光フファァイイババーー  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・分分光光測測定定  

・・XXRRDD 測測定定  

・・熱熱処処理理、、切切断断、、加加工工ななどどのの後後工工程程  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ママッッフフルル炉炉（（ヤヤママトト科科学学,,  FFOO220000））    

    

    

    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

シシンンチチレレーータタ  

α線やβ線、γ線、X 線といった電離放射線は目には見えないため、間接的に検出するためには一度、低エネルギ

ーの光（紫外光ー近赤外光）に変換し、それを光検出器（光電子増倍管、フォトダイオードなど）で受光し、電気信号

に変換して検出しています。この放射線から光に変換する時に用いられるのがシンチレータです。身近なところでは

病院にある医療画像診断装置や空港の手荷物検査装置などでもシンチレータは用いられています。 

放射線を光に変換してから検出するため、一般的にはよく光る物質がシンチレータとして適しています。応用先によ

って求められる特性は変わりますが、物質の密度や蛍光減衰の速さ、発光波長が検出器の波長感度に適している

ことなどが挙げられます。より良いシンチレータの開発を目標に、様々な化合物（主に無機）を合成し、その蛍光およ

びシンチレーション特性の評価を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 シンチレーション検出器の模式図。 

                                          図 2 合成したセラミックスサンプル。 

ドドシシメメーータタ材材料料 

物質に電離放射線が照射されると、電離によって電子と正孔が生成されます。これらが物質中の欠陥などに捕獲さ

れると準安定状態を形成し、その後に光や熱といった刺激を加えると、電子または正孔が捕獲サイトから脱出し、発

光中心で再結合して蛍光を発します。刺激が光および熱の場合の蛍光をそれぞれ光刺激蛍光  (OSL, 

Opticall-Stimulated Luminescence) と熱刺激蛍光 (TSL, Thermally-Stimulated Luminescence) と呼びます。また放

射線照射後に生成された電子または正孔が発光中心または母材欠陥などに捕獲され、新たな発光中心が生成され

るラジオフォトルミネッセンス (RPL, RadioPhotoLuminescence) があります。これらOSL、TSL、RPLの発光強度は照

射線量に比例するため、被ばく量を見積もるための個人被ばく線量計 (ドシメータ) などに応用されています。 

ドシメータ用蛍光体に求められる特性は、基本的には発光強度が高いことや照射線量に対して発光強度が単調増

加する範囲が広いことなどが挙げられます。研究室では新規 RPL 材料の開発や、ガラスやセラミックスを合成し、そ

の OSL および TSL、RPL 特性評価を行っています。  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

新規放射線誘起蛍光体の開発 

 

氏氏名名：：      福福嶋嶋  宏宏之之  ／／FFUUKKUUSSHHIIMMAA  HHiirrooyyuukkii  EE--mmaaiill：：  ffuukkuusshhiimmaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会、、日日本本セセララミミッッククスス協協会会  

キキーーワワーードド：：  ドドシシメメーータタ、、シシンンチチレレーータタ、、フフォォトトルルミミネネッッセセンンスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・蛍蛍光光特特性性評評価価  

・・セセララミミッッククススおおよよびびガガララススのの作作製製  

・・XXRRDD 測測定定  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

  

【【機機械械加加工工ににおおけけるる安安全全】】  

  

職職業業訓訓練練指指導導員員（（機機械械系系））のの免免許許をを保保有有しし，，ままたた，，民民間間企企業業のの加加工工現現場場ででのの経経験験をを活活かかしし，，工工作作機機械械をを使使用用ししたた

加加工工ををよよりり良良くく学学生生にに伝伝ええるる研研究究をを重重点点的的にに行行っってていいまますす。。そそのの中中ににはは，，加加工工のの様様子子をを直直接接見見るるここととががででききなないい状状

況況ににおおけけるる観観察察装装置置のの開開発発やや，，観観察察手手法法のの検検討討ななどどもも含含ままれれてていいまますす。。  

  

●●日日頃頃のの活活動動内内容容  

ももののづづくくりりをを行行うう際際にに起起ここりりううるる事事故故をを調調査査しし，，そそれれららのの原原因因及及びび対対策策ををままととめめ，，安安全全ににももののづづくくりりをを行行うう環環境境作作りりをを

考考案案ししてていいまますす。。そそれれららをを元元にに機機械械加加工工ににつついいてて素素人人ででああるる学学生生にに対対しし，，工工作作機機械械をを扱扱うう際際のの危危険険ななポポイインントトをを，，

実実例例をを取取りり上上げげてて指指導導ししてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

加工と安全 

 

氏氏名名：：      藤藤田田  祐祐介介／／FFUUJJIITTAA  YYuussuukkee  EE--mmaaiill：：  yyuussuukkee__ff@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門職職員員  学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会  

キキーーワワーードド：：  機機械械加加工工，，機機械械設設計計，，安安全全  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・親親子子をを対対象象ととししたた公公開開講講座座やや出出前前授授業業ななどどにに参参画画しし，，簡簡単単なな実実験験ややおおももちちゃゃ作作りりをを通通ししてて

参参加加者者のの科科学学へへのの興興味味関関心心をを育育むむ活活動動をを行行っってていいまますす。。  

・・WWGGBBTT のの測測定定機機器器のの製製作作  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

  

【【機機械械加加工工ににおおけけるる安安全全】】  

  

職職業業訓訓練練指指導導員員（（機機械械系系））のの免免許許をを保保有有しし，，ままたた，，民民間間企企業業のの加加工工現現場場ででのの経経験験をを活活かかしし，，工工作作機機械械をを使使用用ししたた

加加工工ををよよりり良良くく学学生生にに伝伝ええるる研研究究をを重重点点的的にに行行っってていいまますす。。そそのの中中ににはは，，加加工工のの様様子子をを直直接接見見るるここととががででききなないい状状

況況ににおおけけるる観観察察装装置置のの開開発発やや，，観観察察手手法法のの検検討討ななどどもも含含ままれれてていいまますす。。  

  

●●日日頃頃のの活活動動内内容容  

ももののづづくくりりをを行行うう際際にに起起ここりりううるる事事故故をを調調査査しし，，そそれれららのの原原因因及及びび対対策策ををままととめめ，，安安全全ににももののづづくくりりをを行行うう環環境境作作りりをを

考考案案ししてていいまますす。。そそれれららをを元元にに機機械械加加工工ににつついいてて素素人人ででああるる学学生生にに対対しし，，工工作作機機械械をを扱扱うう際際のの危危険険ななポポイインントトをを，，

実実例例をを取取りり上上げげてて指指導導ししてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

加工と安全 

 

氏氏名名：：      藤藤田田  祐祐介介／／FFUUJJIITTAA  YYuussuukkee  EE--mmaaiill：：  yyuussuukkee__ff@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門職職員員  学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会  

キキーーワワーードド：：  機機械械加加工工，，機機械械設設計計，，安安全全  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・親親子子をを対対象象ととししたた公公開開講講座座やや出出前前授授業業ななどどにに参参画画しし，，簡簡単単なな実実験験ややおおももちちゃゃ作作りりをを通通ししてて

参参加加者者のの科科学学へへのの興興味味関関心心をを育育むむ活活動動をを行行っってていいまますす。。  

・・WWGGBBTT のの測測定定機機器器のの製製作作  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

卓卓上上引引張張りり試試験験機機（（株株式式会会社社エエーー・・アアンンドド・・デデイイ社社製製，，MMCCTT--22115500））  鉛鉛筆筆ひひっっかかきき硬硬度度試試験験器器（（株株式式会会社社佐佐藤藤商商事事社社製製，，MMJJ--PPHHTT））  

UUVV 光光源源（（AAnnaallyyttiikk  JJeennaa  GGmmbbHH 社社製製，，33UUVVTTMM--3366UUVVLLaammpp））  紫紫外外可可視視分分光光光光度度計計（（UUVV--VViiss，，AAggiilleenntt  TTeecchhnnoollooggiieess 社社製製，，CCaarryy6600））  

光光量量計計（（ウウシシオオ電電機機株株式式会会社社製製，，UUIITT--225500//UUVVDD--CC336655 おおよよびび

UUVVDD--CC225544））  

ゲゲルル浸浸透透ククロロママトトググララフフ（（GGPPCC，，日日本本ウウォォーータターーズズ株株式式会会社社製製，，

BBrreeeezzee  QQSS  SSyysstteemm，，キキャャリリアア溶溶媒媒：：DDMMFF  wwiitthh  LLiiBBrr  ((1100  mmMM))））  

アアププリリケケーータターー（（テテススタターー産産業業株株式式会会社社製製，，SSAA--220011））  接接触触角角計計（（株株式式会会社社エエキキシシママ社社製製，，SSIImmaaggee  EEnnttrryy  66））  

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  物物質質工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

【【UUVV 硬硬化化材材料料】】  

私私たたちちはは主主にに，，光光ララジジカカルル開開始始剤剤ととメメタタククリリルル樹樹脂脂をを用用いい  

てて，，ララジジカカルル UUVV 硬硬化化反反応応にによよっってて硬硬化化物物をを作作製製ししてていいまますす．．  

メメタタククリリルル樹樹脂脂のの分分子子設設計計ににおおいいてて特特殊殊なな化化学学構構造造をを導導入入  

すするるここととでで材材料料にに機機能能性性をを持持たたせせてていいまますす．．以以下下にに記記すすよようう  

なな，，次次世世代代型型のの光光接接着着材材料料やや吸吸着着材材料料をを開開発発ししてていいまますす．．  

  

  

【【再再使使用用可可能能なな光光接接着着材材料料】】  

  強強いい力力でで接接着着しし，，かかつつ，，110000℃℃程程度度のの加加熱熱でで解解体体しし，，ささららにに，，  

再再使使用用もも可可能能なな，，次次世世代代型型のの光光接接着着材材料料をを開開発発ししてていいまますす．．  

ここれれららのの相相反反すするる機機能能をを両両立立ささせせるるたためめにに，，たたととええばばジジススルルフフィィドド（（SSSS））結結合合のの  

化化学学的的なな性性質質をを利利用用すするるななどどししてていいまますす．．  

  

【【万万能能型型のの光光接接着着材材料料】】  

  近近年年まますすまますす複複合合材材料料化化すするる工工業業製製品品にに対対応応すすべべくく，，材材料料のの表表面面物物性性にに関関係係ななくく  

強強くく接接着着ででききるる光光接接着着材材料料をを開開発発ししてていいまますす．．ミミククロロなな環環境境条条件件にに対対ししてて柔柔軟軟にに変変化化  

しし適適応応すするる化化学学構構造造群群をを探探索索しし，，そそれれららのの利利用用をを試試みみてていいまますす．．  

  

【【汚汚染染物物質質のの吸吸着着材材料料】】  

水水中中やや空空気気中中のの汚汚染染物物質質をを確確実実にに除除去去すするる技技術術はは，，人人々々のの健健康康なな  

生生活活やや持持続続可可能能社社会会のの実実現現にに欠欠かかせせまませせんん．．私私たたちちののググルルーーププでではは，，  

重重金金属属イイオオンンななどどとと強強くく相相互互作作用用すするる硫硫黄黄（（SS））原原子子をを組組みみ込込んんだだ吸吸着着  

材材料料をを開開発発，，評評価価ししてていいまますす．．  

  

研研究究室室ホホーームムペペーージジ：：hhttttpp::////wwwwww..ccee..ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp//ssttaaffff//ffuurruuttaannii//  

興興味味をを持持たたれれたた方方はは，，是是非非ここちちららももごご覧覧くくだだささいい．．  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

持続可能社会に貢献する機能性 UV 硬化材料の開発 

 

氏氏名名：：      古古谷谷  昌昌大大／／FFUURRUUTTAANNII  MMaassaahhiirroo  EE--mmaaiill：：  ffuurruuttaannii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
高高分分子子学学会会，，日日本本化化学学会会，，日日本本接接着着学学会会，，材材料料技技術術研研究究協協会会，，  

アアメメリリカカ化化学学会会，，化化学学工工学学会会  

キキーーワワーードド：：  持持続続可可能能社社会会，，ＵＵＶＶ硬硬化化，，光光接接着着，，吸吸着着，，高高分分子子，，再再使使用用，，ジジススルルフフィィドド（（SSSS））結結合合，，万万能能型型  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・光光接接着着やや UUVV 硬硬化化にに関関すするるごご相相談談やや技技術術提提供供  

・・汚汚染染物物質質のの吸吸着着除除去去にに関関すするるごご相相談談  

・・そそのの他他有有機機材材料料，，有有機機高高分分子子材材料料全全般般にに関関すするるごご相相談談  
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研研究究内内容容：：    

  

 
 
 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

【【ガガララススのの失失透透（（結結晶晶化化））メメカカニニズズムムとと塩塩害害劣劣化化抑抑制制のの研研究究】】  
  ガガララススとと不不純純物物のの接接触触，，特特ににアアルルカカリリ金金属属ななどどをを含含んんだだ塩塩ととのの接接触触にによよっってて，，温温度度上上昇昇時時にに失失透透とといいううガガララスス

のの劣劣化化現現象象がが発発生生ししまますす．．ここれれはは，，ガガララスス内内にに結結晶晶核核がが生生成成しし，，非非晶晶質質ののガガララススがが結結晶晶にに変変化化すするるここととにによよっっ

てて生生じじるる現現象象でですす．．結結晶晶化化にによよるる失失透透はは，，純純粋粋なな SSiiOO22ののみみでで出出来来たたシシリリカカガガララスス（（石石英英ガガララスス））のの場場合合はは，，

11220000℃℃以以上上のの高高温温でで生生じじまますすがが，，不不純純物物がが存存在在すするるここととにによよっってて，，量量ににもも左左右右さされれまますすがが，，発発生生温温度度はは 550000℃℃

以以上上低低下下ししまますす．．  

窓窓ガガララススななどどのの素素材材ににはは，，ガガララススのの加加工工性性をを上上げげるるたためめにに NNaa やや CCaa がが含含ままれれてておおりり，，既既にに不不純純物物がが含含ままれれたた

状状態態ででああるるたためめ，，容容易易にに結結晶晶化化にによよるる失失透透がが起起ここりりまますす．．陶陶芸芸ににおおけけるる釉釉薬薬やや粘粘土土ににももガガララススがが含含ままれれるるもものの

がが多多くく，，焼焼成成のの段段階階でで失失透透にに起起因因ししたた割割れれ等等がが生生じじるる場場合合ががあありりまますす．．  

  ガガララススのの中中ででもも，，シシリリカカガガララスス（（石石英英ガガララスス））はは，，極極めめてて高高純純度度なな SSiiOO22にによよっってて形形成成さされれるるガガララスス材材料料でですす．．シシ

リリカカガガララススはは，，電電気気絶絶縁縁性性，，耐耐薬薬品品性性，，耐耐熱熱性性，，優優れれたた光光透透過過性性等等，，産産業業用用材材料料のの優優等等生生ととししてて広広いい応応用用範範囲囲

をを持持っってていいまますす．．ししかかしし，，不不純純物物がが存存在在すするる環環境境でではは，，失失透透にによよるるガガララススのの性性能能のの劣劣化化がが発発生生しし，，結結果果的的にに製製

品品寿寿命命をを左左右右すするる問問題題ととななりりまますす．．  

  

筆筆者者ららはは，，シシリリカカガガララススとと塩塩（（NNaaCCll））がが不不純純物物ととししてて接接触触ししたた場場合合にに生生じじるる，，

塩塩害害にによよるるガガララススのの失失透透劣劣化化メメカカニニズズムムににつついいてて研研究究をを行行っってていいまますす．．  

結結晶晶化化のの前前段段階階でではは，，室室温温付付近近のの温温度度ににおおいいててももガガララスス表表面面がが NNaa イイオオンン

やや表表面面のの OOHH 基基とと反反応応すするるここととにによよっってて，，部部分分的的ににガガララスス中中のの SSii--OO のの網網目目ネネ

ッットトワワーーククがが切切れれたた状状態態がが発発生生ししまますす．．ガガララスス成成分分がが含含ままれれるるココンンククリリーートトやや

耐耐熱熱材材ななどどのの塩塩にによよるる経経年年劣劣化化もも，，ガガララススとと不不純純物物のの接接触触点点ででのの反反応応をを起起点点

ととししてて生生じじてていいるるとと考考ええらられれまますす．．  

ガガララススとと反反応応ささせせるる不不純純物物のの種種類類やや水水蒸蒸気気等等のの影影響響をを明明ららかかににすするるここととにに

よよりり，，ガガララススおおよよびびガガララスス成成分分をを含含むむ材材料料のの塩塩害害劣劣化化のの抑抑制制ににつついいててのの研研究究

もも行行っってていいまますす．．失失透透抑抑制制技技術術ととししてて，，シシリリカカガガララススにに塩塩素素ななどどののハハロロゲゲンン添添

加加をを行行ううここととでで，，失失透透のの内内部部へへのの進進行行をを抑抑制制ででききるるここととをを見見出出ししてていいまますす．．  

  

ガガララスス成成分分にに起起因因すするる劣劣化化ににつついいててのの相相談談だだけけででななくく，，走走査査型型電電子子顕顕微微鏡鏡（（SSEEMM）），，エエネネルルギギーー分分散散型型 XX 線線

分分光光分分析析（（EEDDSS）），，XX 線線回回折折装装置置（（XXRRDD）），，自自記記分分光光光光度度計計ななどどをを用用いいたた素素材材のの表表面面観観察察やや結結晶晶相相分分析析おおよよびび元元

素素分分析析やや分分光光透透過過率率測測定定にによよるるササンンププルル評評価価ななどどのの対対応応がが可可能能でですす．．  

提提供供可可能能なな設設備備・・

機機器器：：  
  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

走走査査型型電電子子顕顕微微鏡鏡（（SSEEMM））    

エエネネルルギギーー分分散散型型 XX 線線分分光光分分析析（（EEDDSS））    

自自記記分分光光光光度度計計  UUVV--33660000  PPlluuss    

XX 線線回回折折装装置置（（XXRRDD））  RRIIGGAAKKUU  UUllttiimmaa  IIVV    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

  
図図 11  NNaaCCll にによよっってて同同心心円円状状にに

失失透透ししたたシシリリカカガガララススのの表表面面  

研研究究タタイイトトルル：：  

ガラスの失透と塩害劣化抑制の研究 

 

氏氏名名：：      堀堀井井  直直宏宏／／HHOORRIIII  NNaaoohhiirroo  EE--mmaaiill：：  nnaaoopp@@ffuukkuuii..kkoosseenn--aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門員員  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会，，日日本本セセララミミッッククスス協協会会，，応応用用物物理理教教育育分分科科会会  

キキーーワワーードド：：  シシリリカカガガララスス，，石石英英，，失失透透，，結結晶晶化化，，ガガララスス，，失失透透抑抑制制  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・汚汚染染にによよるるガガララススのの劣劣化化機機構構ににつついいててのの技技術術相相談談  

・・ササンンププルルのの表表面面観観察察やや表表面面分分析析等等にによよるる技技術術的的問問題題のの特特定定  
  
  

 

─130─



  

- 130 - 
 

研研究究内内容容：：    

  

 
 
 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

【【ガガララススのの失失透透（（結結晶晶化化））メメカカニニズズムムとと塩塩害害劣劣化化抑抑制制のの研研究究】】  
  ガガララススとと不不純純物物のの接接触触，，特特ににアアルルカカリリ金金属属ななどどをを含含んんだだ塩塩ととのの接接触触にによよっってて，，温温度度上上昇昇時時にに失失透透とといいううガガララスス

のの劣劣化化現現象象がが発発生生ししまますす．．ここれれはは，，ガガララスス内内にに結結晶晶核核がが生生成成しし，，非非晶晶質質ののガガララススがが結結晶晶にに変変化化すするるここととにによよっっ

てて生生じじるる現現象象でですす．．結結晶晶化化にによよるる失失透透はは，，純純粋粋なな SSiiOO22ののみみでで出出来来たたシシリリカカガガララスス（（石石英英ガガララスス））のの場場合合はは，，

11220000℃℃以以上上のの高高温温でで生生じじまますすがが，，不不純純物物がが存存在在すするるここととにによよっってて，，量量ににもも左左右右さされれまますすがが，，発発生生温温度度はは 550000℃℃

以以上上低低下下ししまますす．．  

窓窓ガガララススななどどのの素素材材ににはは，，ガガララススのの加加工工性性をを上上げげるるたためめにに NNaa やや CCaa がが含含ままれれてておおりり，，既既にに不不純純物物がが含含ままれれたた

状状態態ででああるるたためめ，，容容易易にに結結晶晶化化にによよるる失失透透がが起起ここりりまますす．．陶陶芸芸ににおおけけるる釉釉薬薬やや粘粘土土ににももガガララススがが含含ままれれるるもものの

がが多多くく，，焼焼成成のの段段階階でで失失透透にに起起因因ししたた割割れれ等等がが生生じじるる場場合合ががあありりまますす．．  

  ガガララススのの中中ででもも，，シシリリカカガガララスス（（石石英英ガガララスス））はは，，極極めめてて高高純純度度なな SSiiOO22にによよっってて形形成成さされれるるガガララスス材材料料でですす．．シシ

リリカカガガララススはは，，電電気気絶絶縁縁性性，，耐耐薬薬品品性性，，耐耐熱熱性性，，優優れれたた光光透透過過性性等等，，産産業業用用材材料料のの優優等等生生ととししてて広広いい応応用用範範囲囲

をを持持っってていいまますす．．ししかかしし，，不不純純物物がが存存在在すするる環環境境でではは，，失失透透にによよるるガガララススのの性性能能のの劣劣化化がが発発生生しし，，結結果果的的にに製製

品品寿寿命命をを左左右右すするる問問題題ととななりりまますす．．  

  

筆筆者者ららはは，，シシリリカカガガララススとと塩塩（（NNaaCCll））がが不不純純物物ととししてて接接触触ししたた場場合合にに生生じじるる，，

塩塩害害にによよるるガガララススのの失失透透劣劣化化メメカカニニズズムムににつついいてて研研究究をを行行っってていいまますす．．  

結結晶晶化化のの前前段段階階でではは，，室室温温付付近近のの温温度度ににおおいいててももガガララスス表表面面がが NNaa イイオオンン

やや表表面面のの OOHH 基基とと反反応応すするるここととにによよっってて，，部部分分的的ににガガララスス中中のの SSii--OO のの網網目目ネネ

ッットトワワーーククがが切切れれたた状状態態がが発発生生ししまますす．．ガガララスス成成分分がが含含ままれれるるココンンククリリーートトやや

耐耐熱熱材材ななどどのの塩塩にによよるる経経年年劣劣化化もも，，ガガララススとと不不純純物物のの接接触触点点ででのの反反応応をを起起点点

ととししてて生生じじてていいるるとと考考ええらられれまますす．．  

ガガララススとと反反応応ささせせるる不不純純物物のの種種類類やや水水蒸蒸気気等等のの影影響響をを明明ららかかににすするるここととにに

よよりり，，ガガララススおおよよびびガガララスス成成分分をを含含むむ材材料料のの塩塩害害劣劣化化のの抑抑制制ににつついいててのの研研究究

もも行行っってていいまますす．．失失透透抑抑制制技技術術ととししてて，，シシリリカカガガララススにに塩塩素素ななどどののハハロロゲゲンン添添

加加をを行行ううここととでで，，失失透透のの内内部部へへのの進進行行をを抑抑制制ででききるるここととをを見見出出ししてていいまますす．．  

  

ガガララスス成成分分にに起起因因すするる劣劣化化ににつついいててのの相相談談だだけけででななくく，，走走査査型型電電子子顕顕微微鏡鏡（（SSEEMM）），，エエネネルルギギーー分分散散型型 XX 線線

分分光光分分析析（（EEDDSS）），，XX 線線回回折折装装置置（（XXRRDD）），，自自記記分分光光光光度度計計ななどどをを用用いいたた素素材材のの表表面面観観察察やや結結晶晶相相分分析析おおよよびび元元

素素分分析析やや分分光光透透過過率率測測定定にによよるるササンンププルル評評価価ななどどのの対対応応がが可可能能でですす．．  

提提供供可可能能なな設設備備・・

機機器器：：  
  

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

走走査査型型電電子子顕顕微微鏡鏡（（SSEEMM））    

エエネネルルギギーー分分散散型型 XX 線線分分光光分分析析（（EEDDSS））    

自自記記分分光光光光度度計計  UUVV--33660000  PPlluuss    

XX 線線回回折折装装置置（（XXRRDD））  RRIIGGAAKKUU  UUllttiimmaa  IIVV    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

  
図図 11  NNaaCCll にによよっってて同同心心円円状状にに

失失透透ししたたシシリリカカガガララススのの表表面面  

研研究究タタイイトトルル：：  

ガラスの失透と塩害劣化抑制の研究 

 

氏氏名名：：      堀堀井井  直直宏宏／／HHOORRIIII  NNaaoohhiirroo  EE--mmaaiill：：  nnaaoopp@@ffuukkuuii..kkoosseenn--aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門員員  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会，，日日本本セセララミミッッククスス協協会会，，応応用用物物理理教教育育分分科科会会  

キキーーワワーードド：：  シシリリカカガガララスス，，石石英英，，失失透透，，結結晶晶化化，，ガガララスス，，失失透透抑抑制制  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・汚汚染染にによよるるガガララススのの劣劣化化機機構構ににつついいててのの技技術術相相談談  

・・ササンンププルルのの表表面面観観察察やや表表面面分分析析等等にによよるる技技術術的的問問題題のの特特定定  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

超超伝伝導導核核磁磁気気共共鳴鳴装装置置  （（440000MMHHzz  NNMMRR））  BBrruukkeerr  AAVVAANNCCEEIIIIII  紫紫外外可可視視吸吸収収ススペペククトトルル装装置置  （（UUVV））  HHiittaacchhii  UU--00008800DD  

顕顕微微赤赤外外吸吸収収ススペペククトトルル装装置置  （（IIRR））  PPeerrkkiinn  EEllmmeerr  SSppoottlliigghhtt220000      円円偏偏光光二二色色性性ススペペククトトルル装装置置  （（CCDD））  JJaassccoo  JJ--550000AA  

大大気気圧圧イイオオンン化化質質量量分分析析装装置置  （（EESSII,,  AAPPCCII,,  AAPPPPII））  SScciieexx  AAPPII22000000  蛍蛍光光ススペペククトトルル装装置置  （（FFLL）） HHiittaacchhii  FF--44550000  

レレーーザザーー脱脱離離イイオオンン化化質質量量分分析析  （（MMAALLDDII））  BBrruukkeerr  MMiiccrroofflleexxLLRRFF      レレーーザザーーララママンン測測定定装装置置  BB&&WWTTEEKK  BBTTCC111122EE  553322  nnmm,,  666600  nnmm  

ガガススククロロママトトググララフフ質質量量分分析析装装置置  （（GGCC--MMSS））  SShhiimmaaddzzuu  QQPP55000000  液液体体窒窒素素製製造造装装置置  IIwwaattaannii  NNLL--5500    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  物物質質工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

【【外外部部配配位位ササイイトトをを有有すするるフフタタロロシシアアニニンンのの合合成成とと機機能能制制御御】】  

フフタタロロシシアアニニンンのの基基本本骨骨格格はは、、ポポルルフフィィリリンン環環ののメメソソ位位がが窒窒素素でで置置換換さされれ，，ピピロローールル環環のの外外側側ににベベンンゼゼンン環環がが融融合合

ししたた構構造造をを有有ししてていいるる．．通通常常，，フフタタロロシシアアニニンンはは中中心心ににののみみ金金属属配配位位能能をを持持つつがが，，我我々々ははフフタタロロシシアアニニンンのの外外部部ににヘヘ

テテロロ環環ととメメソソ位位のの 33 カカ所所にに窒窒素素原原子子かからら成成るる外外部部配配位位ササイイトトをを導導入入しし，，外外部部配配位位ササイイトトへへのの金金属属配配位位とと配配位位にに伴伴うう機機

能能発発現現ににつついいてて研研究究をを行行っってていいるる．．  

hhttttpp::////wwwwww..ccee..ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp//ssttaaffff//eeiikkii//ccoommppaannyy..hhttmmll  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

外外部部配配位位ササイイトトをを有有すするるフフタタロロシシアアニニンンのの合合成成とと機機能能制制御御 

 

氏氏名名：：      松松井井  栄栄樹樹／／MMAATTSSUUII  EEiikkii    EE--mmaaiill：：  eeiikkii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（薬薬学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本化化学学会会，，日日本本薬薬学学会会，，高高分分子子学学会会  

キキーーワワーードド：：  機機能能性性色色素素，，天天然然高高分分子子材材料料，，金金属属錯錯体体，，生生体体分分子子，，有有機機合合成成・・同同定定  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・レレンンズズのの  UUVV，，IIRR，，FFLL，，CCDD 等等をを用用いいたた光光学学特特性性評評価価  

・・天天然然資資源源材材料料のの有有効効活活用用，，溶溶解解，，樹樹脂脂化化，，及及びび質質量量分分析析  

・・各各種種有有機機化化合合物物のの合合成成，，構構造造決決定定，，及及びび色色素素分分子子のの特特性性，，機機能能性性評評価価  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

  

ここれれままでで，，““電電荷荷密密度度波波((CCDDWW))””状状態態ををししめめすす TTaaSS33,,  NNbbSS33 ななどどをを用用いいてて微微小小なな電電気気--機機械械振振動動素素子子（（MMEEMMSS ままたた

はは NNEEMMSS とと呼呼ばばれれるる））のの研研究究をを行行っっててききままししたた。。  

CCDDWW はは，，異異方方的的なな電電気気伝伝導導体体特特有有ののフフェェルルミミ面面のの不不安安定定性性((パパイイエエルルスス不不安安定定性性))にに起起因因ししてて，，電電子子密密度度ととフフォォ

ノノンンががフフェェルルミミ波波数数のの 22倍倍のの波波数数でで周周波波数数 00のの疎疎密密波波をを作作るる巨巨視視的的量量子子状状態態でですす。。CCDDWW状状態態でではは，，電電子子密密度度がが超超

格格子子構構造造をを組組んんだだ電電子子結結晶晶をを作作りりまますす。。電電子子結結晶晶はは，，通通常常のの固固体体結結晶晶とと同同じじくく弾弾性性やや剛剛性性がが生生じじるるたためめ，，電電子子物物

性性とと機機械械特特性性のの間間にに強強いい相相互互作作用用をを持持っってていいるるとと期期待待さされれまますす。。  

相相互互作作用用ががよよりり強強いい物物質質系系をを見見つつけけるるここととががででききれればば，，MMEEMMSS//NNEEMMSS をを単単純純ににかかつつ小小型型化化・・集集積積化化でできき，，量量子子

力力学学・・熱熱力力学学ななどどのの基基礎礎物物理理のの実実験験やや，，生生体体・・医医療療へへのの応応用用がが考考ええらられれまますす。。ここれれままででにに，，図図にに示示すすよよううなな CCDDWW

ナナノノ振振動動子子をを作作成成しし，，電電子子物物性性--機機械械特特性性間間のの相相互互作作用用のの測測定定をを行行っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

電子結晶を用いた微小機械振動子素子の研究 

 

氏氏名名：：      松松浦浦  徹徹／／MMAATTSSUUUURRAA  TToorruu  EE--mmaaiill：：  tt--mmaattssuuuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  電電気気輸輸送送計計測測，，MMEEMMSS//NNEEMMSS，，低低温温実実験験，，超超伝伝導導・・密密度度波波  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・電電子子素素子子のの温温度度特特性性測測定定・・評評価価  

・・  

・・  

 

─132─



  

- 132 - 
 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

  

ここれれままでで，，““電電荷荷密密度度波波((CCDDWW))””状状態態ををししめめすす TTaaSS33,,  NNbbSS33 ななどどをを用用いいてて微微小小なな電電気気--機機械械振振動動素素子子（（MMEEMMSS ままたた

はは NNEEMMSS とと呼呼ばばれれるる））のの研研究究をを行行っっててききままししたた。。  

CCDDWW はは，，異異方方的的なな電電気気伝伝導導体体特特有有ののフフェェルルミミ面面のの不不安安定定性性((パパイイエエルルスス不不安安定定性性))にに起起因因ししてて，，電電子子密密度度ととフフォォ

ノノンンががフフェェルルミミ波波数数のの 22倍倍のの波波数数でで周周波波数数 00のの疎疎密密波波をを作作るる巨巨視視的的量量子子状状態態でですす。。CCDDWW状状態態でではは，，電電子子密密度度がが超超

格格子子構構造造をを組組んんだだ電電子子結結晶晶をを作作りりまますす。。電電子子結結晶晶はは，，通通常常のの固固体体結結晶晶とと同同じじくく弾弾性性やや剛剛性性がが生生じじるるたためめ，，電電子子物物

性性とと機機械械特特性性のの間間にに強強いい相相互互作作用用をを持持っってていいるるとと期期待待さされれまますす。。  

相相互互作作用用ががよよりり強強いい物物質質系系をを見見つつけけるるここととががででききれればば，，MMEEMMSS//NNEEMMSS をを単単純純ににかかつつ小小型型化化・・集集積積化化でできき，，量量子子

力力学学・・熱熱力力学学ななどどのの基基礎礎物物理理のの実実験験やや，，生生体体・・医医療療へへのの応応用用がが考考ええらられれまますす。。ここれれままででにに，，図図にに示示すすよよううなな CCDDWW

ナナノノ振振動動子子をを作作成成しし，，電電子子物物性性--機機械械特特性性間間のの相相互互作作用用のの測測定定をを行行っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

電子結晶を用いた微小機械振動子素子の研究 

 

氏氏名名：：      松松浦浦  徹徹／／MMAATTSSUUUURRAA  TToorruu  EE--mmaaiill：：  tt--mmaattssuuuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  電電気気輸輸送送計計測測，，MMEEMMSS//NNEEMMSS，，低低温温実実験験，，超超伝伝導導・・密密度度波波  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・電電子子素素子子のの温温度度特特性性測測定定・・評評価価  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

550000kkNN 油油圧圧式式万万能能試試験験機機    

精精密密万万能能試試験験機機    

    

    

    

  

  

研研究究内内容容：：    

  

  

 容容器器製製品品のの精精度度向向上上策策のの開開発発  

密密閉閉性性，，耐耐圧圧性性のの向向上上をを目目指指ししたたよよりり真真円円にに近近いい容容器器のの成成形形  

⇒⇒金金型型のの精精度度にに依依存存ししなないい変変形形時時のの材材料料流流動動をを活活用用  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 TTii 成成形形のの焼焼付付きき防防止止策策のの開開発発  

工工業業用用チチタタンンのの画画期期的的ププレレスス成成型型技技術術  

⇒⇒酸酸化化皮皮膜膜をを用用いいなないい新新ししいい焼焼付付きき防防止止策策のの開開発発  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

塑性加工製品の高付加価値化 

 

氏氏名名：：      村村中中  貴貴幸幸／／MMUURRAANNAAKKAA  TTaakkaayyuukkii  EE--mmaaiill：：  mmuurraannaakkaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会，，日日本本塑塑性性加加工工学学会会  

キキーーワワーードド：：  板板成成形形，，焼焼付付きき，，チチタタンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・チチタタンン製製眼眼鏡鏡枠枠ののププレレスス成成型型法法のの開開発発  

・・均均一一肉肉厚厚容容器器のの成成型型法法開開発発  

・・先先端端ママテテリリアアルル創創成成・・加加工工技技術術研研究究会会メメンンババーー  

・・中中小小企企業業産産業業大大学学校校「「機機械械工工学学のの基基礎礎」」講講師師  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

  

初初めめてて機機械械をを使使用用すするる学学生生がが多多いいたためめ，，初初心心者者にに分分かかりりややすすくく機機械械操操作作のの説説明明やや機機械械のの構構造造ななどどをを説説明明ししてて

いいまますす。。世世のの中中ににはは NNCC 機機械械ののよよううにに自自動動でで加加工工すするる機機械械もも多多くくあありりまますすがが，，ややははりり機機械械をを手手動動でで操操作作ししててみみてて，，

実実際際にに「「もものの」」をを加加工工すするる感感触触をを体体験験ししたたりり感感じじたたりりすするるここととはは，，非非常常にに大大事事だだとと思思いいまますす。。ここののよよううなな体体験験がが多多くくでで

ききるるよよううなな実実習習方方法法をを模模索索，，検検討討ししてていいまますす。。  

  

  

ままたた，，よよりり直直感感的的にに分分かかりりややすすくくすするるたためめ，，視視覚覚にに訴訴ええるるよよううにに写写真真，，図図ななどどをを多多くく利利用用ししたた資資料料等等をを作作成成ししてていい

まますす。。初初心心者者ででもも理理解解ででききるるよよううにに，，工工作作機機械械のの構構造造やや操操作作方方法法ななどどのの資資料料をを工工作作機機械械メメーーカカーーのの取取扱扱説説明明書書なな

どどをを参参考考ににししてて作作成成ししてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

      

  

            

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

機械工作実習における機械加工 

 

氏氏名名：：      山山田田  健健太太郎郎／／YYAAMMAADDAA  KKeennttaarroo  EE--mmaaiill：：  kk--yyaammaaddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門職職員員  学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  機機械械設設計計,,機機械械加加工工  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

  

初初めめてて機機械械をを使使用用すするる学学生生がが多多いいたためめ，，初初心心者者にに分分かかりりややすすくく機機械械操操作作のの説説明明やや機機械械のの構構造造ななどどをを説説明明ししてて

いいまますす。。世世のの中中ににはは NNCC 機機械械ののよよううにに自自動動でで加加工工すするる機機械械もも多多くくあありりまますすがが，，ややははりり機機械械をを手手動動でで操操作作ししててみみてて，，

実実際際にに「「もものの」」をを加加工工すするる感感触触をを体体験験ししたたりり感感じじたたりりすするるここととはは，，非非常常にに大大事事だだとと思思いいまますす。。ここののよよううなな体体験験がが多多くくでで

ききるるよよううなな実実習習方方法法をを模模索索，，検検討討ししてていいまますす。。  

  

  

ままたた，，よよりり直直感感的的にに分分かかりりややすすくくすするるたためめ，，視視覚覚にに訴訴ええるるよよううにに写写真真，，図図ななどどをを多多くく利利用用ししたた資資料料等等をを作作成成ししてていい

まますす。。初初心心者者ででもも理理解解ででききるるよよううにに，，工工作作機機械械のの構構造造やや操操作作方方法法ななどどのの資資料料をを工工作作機機械械メメーーカカーーのの取取扱扱説説明明書書なな

どどをを参参考考ににししてて作作成成ししてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

      

  

            

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

機械工作実習における機械加工 

 

氏氏名名：：      山山田田  健健太太郎郎／／YYAAMMAADDAA  KKeennttaarroo  EE--mmaaiill：：  kk--yyaammaaddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門職職員員  学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  機機械械設設計計,,機機械械加加工工  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

NNMMRR  ((440000  MMHHzz))    

LLEEDD--UUVV ラライイトト  ((波波長長：：440055  nnmm,,  336655  nnmm))    

IIRR    

UUVV--vviiss    

FFLL    

研研究究内内容容：：    

【【二二分分子子型型可可視視光光有有機機光光触触媒媒をを利利用用ししたた環環境境にに優優ししいい有有機機合合成成のの開開発発】】  

近近年年のの有有機機合合成成反反応応はは環環境境問問題題へへのの関関心心かかららククリリーーンンなな手手法法ででのの反反応応がが世世界界中中でで求求めめらられれてていいまますす。。我我々々のの研研

究究室室でではは現現在在 77 名名のの研研究究員員（（学学生生））がが環環境境問問題題をを解解決決ででききるる新新たたなな有有機機合合成成反反応応のの開開発発をを熱熱心心にに取取りり組組んんででいいまま

すす。。研研究究内内容容のの柱柱ととししてて、、以以下下ののここととをを実実施施ししてていいまますす。。  

  

・・二二分分子子型型有有機機光光触触媒媒にによよるる環環境境にに優優ししいい有有機機反反応応開開発発  

  

・・二二分分子子型型有有機機光光触触媒媒にによよるる環環境境にに優優ししいいポポリリママーー（（ププララススチチッックク））合合成成開開発発  

  

・・光光反反応応にによよるるフフッッ素素化化反反応応  

  

・・核核酸酸分分子子ののたためめのの光光脱脱保保護護可可能能なな保保護護基基のの開開発発  

  

将将来来的的なな応応用用研研究究ととししててはは、、高高効効率率的的ななウウイイルルスス材材料料のの創創成成をを目目標標ととししてていいまますす（（下下図図））。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ままたた、、前前職職でではは医医薬薬品品のの合合成成開開発発職職ととししてて勤勤務務ししてていいてておおりり、、GGMMPP 関関連連ののノノウウハハウウをを有有ししてておおりりまますす。。  

光光反反応応をを用用いいたたククリリーーンンなな有有機機合合成成をを実実製製造造へへ応応用用すするる取取りり組組みみはは世世界界ででもも例例がが少少なないいたためめ、、希希望望ししてておおりりまま

すす。。  

研研究究室室 wweebb ササイイトト：：hhttttpp::////wwwwww..ccee..ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp//ssttaaffff//yyaammaawwaakkii//  

 

所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  物物質質工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

環環境境にに優優ししいい医医薬薬品品等等のの材材料料開開発発 

 

氏氏名名：：      山山脇脇  夢夢彦彦／／YYAAMMAAWWAAKKII  MMuuggeenn  EE--mmaaiill：：  yyaammaawwaakkii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本化化学学会会、、有有機機合合成成化化学学協協会会、、光光化化学学協協会会  

キキーーワワーードド：：  反反応応有有機機化化学学,,  有有機機合合成成化化学学,,  有有機機光光化化学学,,  フファァイインンケケミミカカルル  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・有有機機化化合合物物のの合合成成  

・・光光反反応応（（有有機機光光触触媒媒をを利利用用ししたた））  

・・医医薬薬品品合合成成にに関関すするるこことと  
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